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４つの
テスト

< 言行はこれに照らしてから >

1　真実かどうか

2　みんなに公平か

3　好意と友情を深める

4　みんなのためになるかどうか

CREATE HOPE
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　エディンバラの王立高校とダンディー大学で学び、口腔外科の大学院学位を取得。2016年までエディンバラで
自身の歯科医院を経営。英国小児歯科学協会のスコットランド東部支部会長を務めたほか、さまざまな教育的役職
を歴任。また、長老会のリーダー、クイーンズフェリー教区会衆派教会理事会の会長、スコットランド国教会総会
のコミッショナーも務めた。
　1984年、26歳でロータリーに入会。South Queensferry（サウス・クイーンズフェリー）ロータリークラブに
所属し、グレートブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー（RIBI）の会長と副会長、ＲＩの理事と委員会
メンバー（2022年ヒューストン国際大会委員会アドバイザー、運営審査委員長など）を務めた。
　新しいロータリークラブやグループを築くために会員と協力できるのを楽しみにしており、「私のビジョンは、
ロータリーの仲間になりたいと思うすべての人、世界でよいことをしたいと願うすべての人が、それぞれに合った
方法でどこででも参加できるロータリーとなること」と話す。
　英国を拠点とする非営利団体「ホープ・アンド・ホーム・フォー・チルドレン」の後援者であり、同団体と
RIBIとのパートナーシップを先導して、ルワンダ大虐殺によって孤児となった子どもたちを支援。開発途上国の
人びとや家族、ビジネスに持続可能な人道支援を提供するGrantham Kestevenロータリークラブ（英国リンカン
シャー）のイニシアチブ「Trade-Aid」も後援しているほか、国立の精神保健機関であるBipolar UKのアンバサダ
ーを務めている。
　趣味はラグビー、グルメとワイン、スコットランドの伝統的な杖づくり。
　ロータリー財団は「ロータリーの奉仕を動かす燃料」であるとし、妻ヘザーさん（ロータリアン）とともにポー
ル・ハリス・フェロー、メジャードナー、ロータリー財団のベネファクター、遺贈友の会会員となっている。
孫娘たち（アイビーさん、フロレンスさん）が幸せに暮らせるより良い世界をつくるために、会長として全力を捧
げたいと考えている。

会長イニシアチブ
メンタルヘルスの優先

　精神疾患や心の健康は話しづらいトピックだと感じるかもしれませんが、国際社会で人が幸福に生きるには大切
なことです。このような問題に取り組むための安全な環境を作ることは、私たちと関わるすべての人を歓迎し、公
平で、インクルーシブな環境につながります。
ゴードン氏は、2023-24年度に以下のような活動を行うことをクラブと地区に奨励しています。
　・心の健康の話題に伴うスティグマの解消
　・メンタルヘルスのニーズに関する認識の向上
　・メンタルヘルスの支援や治療へのアクセス改善

バーチャル交流を通じた平和構築

　ロータリーは、人と人とのつながりを生かして平和のために活動してきた長い歴史がありますが、新型コロナの
流行により、直接顔を合わせて活動することが困難になっています。コロナ禍を通じて学んだことをヒントに、ゴ
ードン氏は、より多くのプログラム、行事、活動にバーチャルの要素を取り入れることを地区に奨励しています。
テクノロジーを活用してつながりを作ることで、より多くの人にロータリーを体験する機会を提供できます。
　2023-24年度、ロータリー青少年交換、新世代交換、ロータリー友情交換、その他のプログラムにおいて、これ
らの要素を追加または維持することには、次のような利点があります。
　・会員や参加者が異文化を体験し、新しい友人を作り、国際的な認識を深めるための新しい方法を提供する。

02 Gordon R. Mcinally
ゴードン R. マッキナリー　2023-24年度会長
South Queensferry ロータリークラブ、
スコットランド(ウエストロージアン)

ゴードン R.  
マッキナリー

ＲＩ会長メッセージ
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　・時間、健康、または経済的な理由で入会が困難な人に、参加への道を開く。
　・異文化間のコミュニケーションと理解を深め、より安定した平和な地域社会を実現する。

女児のエンパワメント

　シェカール・メータ2021-22年度会長が立ち上げ、ジェニファー・ジョーンズ2022-23年度会長が継続した、世
界中の女児と女性のエンパワメントに焦点を当てた取り組みを、ゴードン氏も継続します。女児の健康、福祉、教
育、経済的安定を向上させる活動を続けることが会員に奨励されています。
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地区スローガン
ロータリーの基本はクラブです

クラブを通したロータリー生活を楽しみましょう

言葉や口先だけでなく「行動」をもって
誠実にロータリーを楽しみましょう

方針（2023年－2024年）
①クラブ活動の再構築を
　活動の再構築しましょう
　他にない特徴をクラブとして作りましょう
　毎月委員会を開催して情報の共有化をはかりましょう

②３年後或いは５年後のクラブを描きましょう
　長期計画を作りましょう
　ロータリーの主役はクラブです

③仲間を増やそう
　シニアの方々に行動（知的行動）していただきクラブの活性化を
　経験豊かな方々、ひかないで一歩前に出てください。

④次の世代の若者に少しでも手厚い援助を
　米山、財団などを通して

03 スローガン・地区方針・目標

国際ロータリー第2550地区　2023-24年度ガバナー
佐野ロータリークラブ

三
みつ

井
い

 福
ふく

次
じ

郎
ろうGovernor,s

slogan& Policy
& objective

スローガン・地区方針・目標
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⑤ポリオの撲滅に力を
　もう一歩です
　先輩たちの流れを引き継ぎましょう
　10月にはクラブ又はグループで何らかの行事開催をしましょう

⑦ロータリーを知ってもらおう
一般の方のロータリークラブという認知率は60-70％と言われてます。少し詳しくロータリークラブを知ってい
る方は２-30％と言われてます。認知率を上げるために地区の委員会を中心に広報活動を展開していきます。

重点施策
１）仲間を増やしましょう。特にシニア会員の方々にお願いがありま
す。皆様の中で入会時ロータリークラブに入り、奉仕がしたい、ある
いは奉仕するためにロータリークラブに入ろうと思い入会した人はど
の位いらっしゃるでしょうか？
　誘われ断り切れなくて、親がやっていたからなどのほうが多数を占
める昨今ではないでしょうか。入会は確たる目標がなかったにせよ、
長年ロータリアンとしていらっしゃいます。
　飲み仲間や、ゴルフ仲間などの友人関係ができて「人間関係の良
さ」がいまでもいらっしゃる理由の方が、かなり多くを占めていま
す。その仲間に友人、知人を誘ってください。
　経験と経歴を生かし「クラブの危機」と思い立ち上がってくださ
い。皆さんが動けばクラブは動きます。

目標　純増　２名

２）魅力あるクラブ作りのために。そのためには人間関係の「つながり」が必要です。多くの仲間と語り合い或い
は飲みながら語り合いましょう。そのために、大切なのは「委員会」です。貴クラブでは、委員会の会合は開催さ
れていますか。聞くところによりますと、古いクラブほど委員長任せで、年度で一度も委員会を開催しない委員会
が複数あると聞いております。例会が皆で学びあい、友好を深めるものですが、委員会は少人数ですが仲間つくり
には欠かせない存在です。ぜひ委員会を毎月一度或いは２か月に一度開催して会員間の親交を深めていただきた
い。

目標　委員会を月に一度は開催してください

３）次の世代を育てる援助を
ポリオが日本でも大流行し、生まれながらに体に障害もつ人が発生していたことを知る、インターアクトやロータ
ーアクトはほとんどおりません。日本ではワクチン投与を続けている結果皆無の病気となりましたが、世界的には
まだ全滅はしておりません。世界中のロータリアンが心血を注いで撲滅しようとしているポリオをはじめ、それら
の活動を受け継いでくれる若い人たちを育てるのも今の我々の命題の一つです。

その手段として
　ロータリー財団への寄付目標　一人　１５０ドル　ポリアプラスへ　３０ドルを

海外からの学生を支援
ひいては日本と母国をつないでくれる人材となる、米山奨学生のためにぜひ皆様のご協力をお願いします。

その目標として　一人　１９,０００円
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４）クラブの活動：再検討　組織事業のスクラップ＆ビルドをしていただきたい
他がまねできない何か特徴を持つ或いは続けましょう
組織は100年近くたちますと形骸化された部分やなぜこのようなことをやるのかという現役誰もがわからない事項
も、前からややっているからという理由で継続しているという事業が多いのが現状ではないのでしょうか。全面的
に変えようなどという大それた目標は持ちませんが、事業一つ一つを検証して、改廃や変更を少しずつ実行してい
くことが組織維持には必要不可欠であります。

５）組織の運用効率化を図るために　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進
組織をより効率的に活動させるためにＤＸを推進します。本年度もガバナー月信のデジタル化を継続配信し、地
区WEBサイトとソーシャルメディアを通して広報活動を推進します。さらに組織活動を効率的に実現できるもの
は、積極的にデジタル化していきます。

６）皆様の知識を得るために　My rotaryへの登録を
My rotaryへの登録はなぜ、必要なのでしょうか。一つはあなた自身が勉強をする環境を作成しています。My 
rotaryに一度入ってみてください。そこにはあなたのロータリーでの活躍ぶりをまとめた欄もありますし、ロータ
リーの歴史や物事を学ぶ環境が整備されております。クラブの長期計画の管理もMy Rotary内のクラブセントラル
で管理できます。クラブで活用して、持続可能なクラブ運営を推進しましょう。

７）次の時代のリーダーを育てよう
RLＹ（Rotary Leadership Institute:ロータリーリーダーシップ研究会）は。若いリーダーを育てる絶好の機会で
あり、異業種の方々と交わる機会でもあります。ぜひ一人でも多くの皆様の参加、45回目を数えるRYLAセミナー
に参加させてください。

８）広報活動の重要性
2660地区（大阪北部）が2020-21年に実施した「ロータリークラブ」認知浸透度調査報告書によりますと、一般
の方々が、ロータリークラブを」「詳細認知」している方は約10％程度、「名前だけでも知っている」という方
を含めても60%止まりという結果です。ちなみに「ライオンズクラブ」の認知度は74％ということです。限られ
た地区の調査ではありますが、全国どのエリアでも結果は大きくは変わらないのではないかと思います。認知度を
上げるには、一番の処方は「広報活動」をより活発化しなければなりません。この広報活動をどのようにしたらよ
いかを皆様と今年は検討しながら、できるものから実施に移したいと思いますので皆様のご意見をぜひ私や「公共
イメージ」委員会におよせに下さい。

９)ポリオ撲滅にグループ（又はクラブ）でアピール行動を起こしましょう。
10月24日、世界ポリオデーです。これに合わせて何らかの行動をしましょう。鹿沼では昨年実施いたしました。
この行動アピールを今年は2550地区全域で実施しましょう。
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　コロナ禍の約３年半、任期中に、コロナの５類への移行。コロナ禍と、回復時期を歩んだ佐貫年度でございまし
た。
　コロナ禍の中で、今までの「地区ホームページの見直し」「ガバナー月信のWeb化」を進めていただき、しか
もその中にはユーチューブを利用した動画配信も組み入れるという大胆な模様替えをしていただき、１年間続けて
いただきました。このことにより、ガバナー月信は「字数制限」がなくなり、いろいろな情報、連絡事項を2550
地区の会員すべてに伝えるという手段を確立していただいたわけでございます。そのうえ、10月のポリオデーで
の行動呼びかけに対しては、数クラブがその対応をしていただき2550地区の一部ではありましたが参加していた
だくことができました。
　佐貫ガバナーが一番心配し心を痛めていたのが、ローターアクトの件でございました。宇都宮に２つ、栃木に１
つ、足利に１つと合計４つのクラブがございますが、ガバナー訪問に担当の先生とじっくり話し合いをしたと聞い
ております。また一部のRACは廃屋を活用した「場」つくりを始めたと聞いております。ＲＩは「ローターアク
トクラブの自立」を当然として掲げていますが、日本の現状ではなかなか難しいのが現実であり、それでも少しで
も「自立したアクトクラブ」にという思いをもって育成に取り組みました。ローターアクトクラブへのガバナー
公式訪問を実施、ロータリークラブ以上に熱心な話し合いをなさいまして、今後の活動の一助にしていただきまし
た。
　御礼の内容につきましてはまだまだ話は尽きませんが、本当にありがとうございました。同時に、ガバナーとい
う仕事は激務ということをわたくしも最近感じておりますが、それを乗り切った佐貫ガバナーに改めて敬意を表し
たいと思います。
　ガバナー月信の最後に、佐貫ガバナーが趣味とする写真撮影、それらの作品、撮影姿などが見られます。わたく
しは映像の評価はできませんが、撮影している佐貫ガバナーの姿勢を写真で見ますと「映像を取るための強い信
念」を感じました。
　同様にコロナ禍自主規制、規制、そして解除と難しい時期を「信念」を持つてガナバー職務を遂行されました。
また2023年の上半期は、わたくしのために時間を作っていただき、引継ぎをしていただきました。信念と面倒見
の良い佐貫ガバナー、本当にありがとうございました。心より御礼を申し上げます。

04 佐貫直通直前ガバナーへの謝辞
佐貫直前ガバナー様
ありがとうございました。

謝辞
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　本年度三井福次郎ガバナーのもと第２グループガバナー補佐を仰せつかりました、
高根沢ロータリークラブの佐藤金司と申します、　
　我々第二グループは少人数のクラブが多いのですが、各クラブとも個性があり活発
に活動は行われております。和気あいあいでガバナー補佐の仕事がやり易いのではな
いかと思いますが、なにぶん不慣れですので皆様の足かせにならないよう、精一杯努
めてまいります。一年間よろしくお願いいたします。

ガバナー補佐　　佐藤　金司

　この度、2023-24年度第１グループのガバナー補佐を拝命いたしました大田原中央
ロータリークラブの君島孝明と申します。皆様のご協力をいただきながら、三井福次
郎ガバナーと第１グループのパイプ役として努めてまいりますので１年間どうぞよろ
しくお願い致します。
　さて、2023-24年度のゴードンＲ．マッキナリー会長は「世界に希望を生み出そ
う」をテーマに掲げており、このテーマこそがロータリーが世界に変化をもたらす方法であり、私たちも一つずつ
新たな希望を生み出しており、そしてこのテーマは自分自身の中で同様の変化を生むのを促す方法を説明するもの
であるとおっしゃっております。
　そしてこれを受け、三井福次郎ガバナーは「ロータリーの基本はクラブです　クラブを通したロータリー生活を
楽しみましょう　言葉や口先だけでなく「行動」をもって誠実にロータリーを楽しみましょう」を地区スローガン
とし、以下の地区方針を掲げました。

　　　①クラブ活動の再構築を
　　　②３年後或いは５年後のクラブを描きましょう
　　　③仲間を増やそう
　　　④次の世代の若者に少しでも手厚い援助を
　　　⑤ポリオの撲滅に力を
　　　⑥ロータリーを知ってもらおう

　これらの地区方針のもと九つの重点施策を発信されており、私もこの地区方針と重点施策の実現のため働いてま
いりたいと思いますので、第１グループの会員の皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げまして、ガバ
ナー補佐就任あいさつとさせていただきます。

ガバナー補佐　　君島　孝明

2023-24年度　第１グループ	 ガバナー補佐　君島孝明(大田原中央ロータリークラブ)
2023-24年度　第２グループ	 ガバナー補佐　佐藤金司(高根沢ロータリークラブ)
2023-24年度　第３グループＡ	 ガバナー補佐　粕谷明弘(宇都宮90ロータリークラブ)
2023-24年度　第３グループＢ	 ガバナー補佐　上野裕之(宇都宮陽東ロータリークラブ)
2023-24年度　第４グループ	 ガバナー補佐　藤原郁三(益子ロータリークラブ)
2023-24年度　第５グループ	 ガバナー補佐　大橋俊雄(小山東ロータリークラブ)
2023-24年度　第６グループ	 ガバナー補佐　若菜秀夫(栃木西ロータリークラブ)
2023-24年度　第７グループ	 ガバナー補佐　沼尾貴文(今市ロータリークラブ)
2023-24年度　第８グループ	 ガバナー補佐　小林芳久(足利わたらせロータリークラブ)
2023-24年度　第９グループ	 ガバナー補佐　亀田　清(田沼ロータリークラブ)

2023-24年度　第１グループ

2023-24年度　第２グループ

大田原中央ロータリークラブ

高根沢ロータリークラブ

05 ガバナー補佐就任挨拶
assistant
governor
message

ガバナー補佐
就任挨拶
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　さて、今年度のＲＩ会長のテーマであります“世界に希望を生み出そう”の中で、継続や自分らしさと思いやり
のある行動をと言っておられます。そして三井ガバナーの地区方針・目標の中からも継続が感じられます。また
“行動”という言葉も印象深くコロナ渦が一段落した今年度からはロータリアン一人一人がいま以上に行動を起こ
し、各クラブと共に地域への奉仕活動を展開し地元の人たちにロータリークラブの理解を得たい、中にそういう活
動の可能な若い世代の人たちも居られると思われるので、入会のチャンスを作り会員みんなでお願いし入会に繋げ
たい。その後は世代の違いをよく理解して、和気あいあいの集団になりますような方向に行けばと希望を持ってお
ります。
　各クラブの会長・幹事さんは元より、会員皆様のご指導ご協力を宜しくお願い致します。

　この度、2023-24年度、第３グループＡのガバナー補佐を拝命いたしました宇都宮
90ロータリークラブの粕谷明弘と申します。
　三井福次郎ガバナーと第３グループの間を取持つパイプ役として、第３グループＢ
の上野ガバナー補佐と強力なタッグを組み、第３グループすべてのクラブが活発で元
気のあるクラブになるよう１年間務めてまいる所存です。どうか、会長、幹事並びに
各クラブ会員の皆様、宜しくご支援ご協力のほどお願いいたします。

　さて、本年度のゴードンＲ.マッキナリー会長はＲＩテーマを「世界に希望を生み出そう」と掲げ、下記のよう
な主張をしています。
①ローターアクトの地位向上
②女性のエンパワメント
③ＤＥＩの促進
④ＥＮＤ　ＰＯＬＩＯ　ポリオのない世界を

これを受けて三井ガバナーは下記のような地区スローガンを掲げました。
　　ロータリーの基本はクラブです
　　クラブを通したロータリー生活を楽しみましょう
　　言葉や口先だけでなく「行動」をもって
　　誠実にロータリーを楽しみましょう

　ＲＩテーマ及び三井ガバナーの掲げた地区方針に沿って、各クラブの会長が計画した目標がより多く達成されま
すよう微力ながらガバナー補佐として取り組んでまいります。
第３グループＡの会長、幹事、会員の皆様よろしくご協力お願いいたします。

ガバナー補佐　　粕谷　明弘

　この度、ＲＩ第2550地区三井福次郎ガバナーのもとで、第３グループＢのガバナ
ー補佐を務めさせていただきます宇都宮陽東ＲＣの上野裕之です。１年間よろしくお
願い致します。

　今年度のゴードンＲ.マッキナリーＲＩ会長のテーマは、

ガバナー補佐　　上野　裕之

2023-24年度　第３グループA 宇都宮90ロータリークラブ

2023-24年度　第３グループＢ 宇都宮陽東ロータリークラブ
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　　　　　　　　　　　　「世界に希望を生み出そう」
　　　　　　　　　　　　（Create Hope in the World）
です。そして、三井福次郎ガバナーは、地区のスローガンとして
　　　　　　　　　　　　ロータリーの基本はクラブです

　　　　　　　　　　　　クラブを通したロータリー生活を楽しみましょう

　　　　　　　　　　　　言葉や口先だけでなく「行動」をもって
　　　　　　　　　　　　誠実にロータリーを楽しみましょう
上記の３本のスローガンを掲げました。
　
　2020年１月以来３年間続いてきた新型コロナウイルス禍の下で、日常の生活は変化と対策を余儀なくされて参
りました。ロータリー活動も例外無く影響を受けてきました。
　三井ガバナーの思いは『コロナ禍で滞った活動において、希望を持って復活させよう』
『より多くの方々にロータリーを知って頂き、改めて知名度の向上を目指そう』ということであります。
私はガバナー補佐として、三井ガバナーと各クラブを少しでも円滑に繋げるよう努め、その思いの達成に向け一緒
に活動してまいります。
　三井福次郎ガバナー年度が躍進の年度となります様、会員皆様方のご協力とご鞭撻をよろしくお願い致します。

　この度、2023～24年度第４グループガバナー補佐を拝命致しました益子ロータリ
ークラブの藤原郁三です。どうぞ宜しくお願い致します。
　ガバナー補佐になる為に、この１年間色々と勉強させられました。私は、ロータリ
ー歴34年で地区委員としても財団関係で長年経験していますので、多少はロータリ
ーのことを知っていたつもりですが、改めてロータリーの奥深さを知りました。はた
して三井ガバナーを何処までサポートできるか、その重責を痛感していますが、逆にロータリーのことを更に良く
知る機会ととらえて頑張りたいと思います。

　2023～24年度ＲＩ会長のゴードンＲ・マッキナリ―氏のテーマは「世界に希望を生み出そう」です。氏は、ポ
リオワクチンの開発者、ジョナス・ソーク博士の言葉を引用して、「希望は夢を現実にしたいと強く願う人達の
夢、想像力、そして勇気の中にあります」と述べて、前年度の「イマジンロータリー」の理念を引き継ぎ、更に持
続可能な変化に進化させようとしています。そして、希望を実現するには「平和」が何より大切だと強調していま
す。「平和」こそロータリーの究極の目的でもあるからです。

　三井ガバナーは、このＲＩ会長のテーマの下、地区のスローガンを「ロータリーの基本はクラブです。クラブを
通したロータリーの生活を楽しみましょう」とされました。
そして、地区の方針として、クラブ活動の再構築など６つ挙げられました。
その中で特に重点施策として、「仲間を増やしましょう」を掲げています。ロータリーが、元気になる為には、何
より仲間が増えていかなければならないからです。
　
　12年前の１回目の会長の時は、東日本大震災があり大変でした。前年度２度目の会長の時は、コロナ禍やロシ
アのウクライナ侵攻など、世の中が益々不安定で何が起きるか分かりませんでした。ひたすら平穏に済むことを願
っていますが、私自身も健康に気をつけ、ガバナー補佐としての役目が無事果たせることを祈るばかりです。
　三井ガバナーを微力ながらサポートし、目標達成に向けて努力したいと思いますので、各クラブのご協力を宜し
くお願い致します。

ガバナー補佐　　藤原　郁三

2023-24年度　第４グループ 益子ロータリークラブ
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　この度第５グループガバナー補佐を務めさせて頂きます、小山東ロータリークラブ
の大橋でございます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。
　2023～2024年度　ゴードンＲ．マッキナリー　ＲＩ会長のテーマ
【CREATE　HOPE　in　the　WORLD　　世界に希望を生み出そう】のもと、三
井福次郎ガバナーの掲げられましたスローガン・方針を、第５グループの皆様と共有
し、各クラブの目標・方針が達成できますよう、お手伝い出来ればと思っております。

　テーマとして　
　　【先ずは、奉仕の行動を、ロータリーの広報と共に】

　第５グループの皆様、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

ガバナー補佐　　大橋　俊雄

　今年度、第６グループのガバナー補佐を拝命致しました、栃木西ロータリークラブ
の若菜秀夫です。皆様のお力添えを頂きながら2023-2024年度、三井ガバナーと第６
グループ５クラブの皆様とを結ぶパイプ役として務めて行きたいと思いますので、ど
うぞ宜しくお願い致します。

　2023-2024年度は、ゴードンＲ．マッキナリーＲＩ会長が「世界に希望を生み出そう」というテーマを出され
ました。

　三井ガバナーのテーマとして、「ロータリーの基本はクラブです。クラブを通したロータリー生活を楽しみまし
ょう」という地区スローガンを掲げております。口先だけでなく、「行動」を持って誠実にロータリーを楽しみま
しょう。そして地区方針７項目を挙げられております。それから、ポリオ撲滅に力を注ぐ事を挙げられております
ので、クラブの皆様と一緒に考えて行きたいと思います。

　ロータリーは創立後100年が過ぎまして、大きく変わる時期に来ていると思います。重点施策としまして、まず
仲間を増やしましょう。今はクラブの危機と思い立ち上がって下さい。そして次の世代を育てる。ポリオをはじ
め、それぞれの活動を通して若い人材を育てて行きましょう。
　そして、三井ガバナーが最も力を入れているポリオ撲滅のため、各グループにて10月24日のポリオデーにアピ
ール活動を実施していきましょう。全てをクリアするのはとても難しいとは思いますが、三井ガバナーを助けると
思って、地区方針と目標を１つでも達成していきましょう。
　クラブ内外で充実した奉仕活動が出来る様に、微力ではございますが一生懸命務めさせて頂きますので、皆様の
ご指導ご鞭撻、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

ガバナー補佐　　若菜　秀夫

2023-24年度　第５グループ

2023-24年度　第６グループ

小山東ロータリークラブ

栃木西ロータリークラブ



R.I.D 2550 tochigi　GOVERNOR,S　MONTHLY LETTER Contents トップページへ戻ります
Page_12

　2023-24年度第７グループガバナー補佐を拝命いたしました今市ロータリークラブ
所属の沼尾でございます。まず、三井福次郎ガバナー年度の始まりに先立ちご挨拶申
し上げます。
　今市ロータリークラブに入会して14年にはなりますが、ガバナー補佐という大変
重要な職務を私のような若輩者がやっても良いものか、そこから葛藤の日々が続きま
した。しかしながら、クラブ内のガバナー補佐経験者の先輩方、直前ガバナー補佐の湯澤様から心強いアドバイス
をいただきまして、ガバナー補佐の予定者となりました。ガバナー補佐の研修を受けますと、他のグループの予定
者の方々は皆様私の父親世代の経験豊富な方々で一瞬気おくれいたしましたが、なんとか研修を終え第７グループ
のガバナー補佐になることができました。
　さて今年度のＲＩ会長ゴードンＲ．マッキナリー氏のテーマは「世界に希望を生み出そう」でございます。新型
コロナやウクライナ紛争、トルコ・シリア地震など世界では暗いニュースが報道されていますが、先日のＷＢＣの
熱い戦いなど元気の出るニュースもございました。ロータリーも地域に希望を生み出せるような活動をお願い申し
上げます。
　三井ガバナーはＲＩ会長テーマをわかりやすくご説明されています。そして、地区スローガンにも掲げていらっ
しゃいますが、「ロータリーを楽しむ」これこそが私のような若輩者が知らなければならないことだと思います。
新型コロナウイルスの流行で途切れてしまった交流や事業を再開して、ロータリーを楽しみましょう。
　尚、今年度三井ガバナーはグループで共同の奉仕事業若しくはクラブでの奉仕事業をオーダーされています。更
にエンドポリオに強い関心を持たれています。そこで前年度鹿沼地区の３クラブで行った10月24日の世界ポリオ
デーの事業として行った募金活動などを参考に、グループ事業を行っていきたいと思います。また、各クラブの委
員会を月に１度以上開催をしていただきたいとも言われています。各クラブ会長様、幹事様はグループ内の連携を
密にしていただき、事業を進めていただきたいと思います。
　ロータリアンとしてはまだまだ青二才の私ではありますが、三井ガバナーの元、第７グループ皆様のロータリー
活動がより良いものになるよう尽力してまいります。どうぞ一年間よろしくお願いいたします。

ガバナー補佐　　沼尾　貴文

　2023～2024年度第８グループガバナー補佐に任命されました、足利わたらせロー
タリークラブの小林芳久です。
　１年間地区と４クラブのパイプ役として、三井福次郎ガバナーのもとガバナー補佐
としての責任を自覚し、努めて参りたいと思いますので、ご協力、ご支援の程よろし
くお願い申し上げます。
　今年度国際ロータリー会長ゴードンＲ．マッキナリー氏は「世界に希望を生み出そう」とテーマを掲げました。
　ゴードン氏は「継続」が重要であると指摘し、キーワードとなる希望について言及しております。
　三井福次郎ガバナーの地区のスローガンは「ロータリーの基本はクラブです。クラブを通したロータリー生活を
楽しみましょう。言葉や口先だけでなく「行動」をもって誠実にロータリーを楽しみましょう。」です。そして方
針として６つ、目標として９つを掲げております。
＊地区方針
　１．クラブ活動の再構築をする。
　２．今後のクラブの在り方を長期計画の基に作る。
　３．仲間を増やす努力をする。
　４．次世代の若者に援助をする。

ガバナー補佐　　小林　芳久

2023-24年度　第７グループ

2023-24年度　第８グループ

今市ロータリークラブ

足利わたらせロータリークラブ
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　５．ポリオ撲滅に努力する。
　６．ロータリーを知ってもらう。
＊目標
　１．仲間を増やす。
　２．魅力あるクラブを作る努力をする。
　３．次の世代を育てる。
　４．クラブの活動・再検討組織事業のスクラップ＆ビルトをする。
　５．組織の運営効率化を図るためにＤＸ（デンタルトランスフォーメーション）を推進。
　６．皆様の知識を得るためにMy Rotaryへの登録。
　７．次の時代のリーダーを育てる。
　８．広報活動の重要性。
　９．ポリオ撲滅にグループ（又はクラブ）でアピール行動を起こす。
　微力ではございますが、国際ロータリーのテーマ・地区方針・目標をガバナー補佐として、精一杯役目を全うし
ていく決意でございます。
　第８グループの皆様にもご協力いただきますようお願い申し上げます。

　この度2023～2024年度第９グループガバナー補佐を仰せつかりました、田沼ロー
タリークラブの亀田清です。
　改めて責任の重さを痛感しておりますが、今年度三井福次郎ガバナーは同グループ
佐野ロータリークラブ出身であり、日頃より４クラブの現況や会員間の近親感、人脈
等理解していただいており、私にとりましてもクラブと地区をつなぐサポート役とク
ラブリーダーとの関係構築を強化してロータリー生活を楽しむ様、微力ではありますが勤めてまいりますので宜し
くお願い申し上げます。

　本年度、ゴードンＲ.マッキナリーＲＩ会長は「世界に希望を生み出そう」をテーマに人々が手を取り合って行
動する世界を目指して「平和」へのイニシアチブを呼びかけました。2550地区ガバナー三井福次郎氏は奉仕理念
を実現する為には「ロータリーの基本はクラブです」言葉や口先だけでなく行動をもって誠実にロータリーを楽し
みましょうとスローガンに掲げております。

　2020年発生したコロナ感染症は世界中でパンデミックを引き起し早３年経過しワクチン接種拡大・自己免疫の
拡充等徐々に終息に向いつつあります。
　地域での経済活動や諸行事も再開される状況となり徐々にではありますがロータリー活動も正常運営が期待され
ております。ガバナーは各クラブの特性を生かしたクラブ作り、３年～５年後を見つめるクラブ作りを描きましょ
う。そして、シニア会員の方々の知的行動をうながし、クラブ活性化を経験豊かな方々にご指導いただき、一歩前
に出ていただき仲間を増やそうと訴えております。

　私はこの方針を受けて４クラブが魅力あるクラブ作りに向け邁進出来る様、会長、幹事、会員の皆様のご協力を
賜りガバナーを補佐してまいりたいと思います。

ガバナー補佐　　亀田　　清

2023-24年度　第９グループ 田沼ロータリークラブ
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　国際ロータリー第2550地区2023－24年度（三井年度）の地区研修・協
議会が佐野日大高校において開催されました2023－24年度ゴードンＲ・
マッキナリーＲＩ会長は、ＲＩ会長テーマ『世界に希望を生み出そう』を
発表されました。そして三井年度の地区スローガンは『ロータリーの基本
はクラブです。クラブを通したロータリーの生活を楽しみましょう。言葉
や口先でなく「行動」を持って誠実にロータリーを楽しみましょう。』で
す。各クラブにおけるクラブリーダーの皆様にはＲＩ会長テーマと地区ガ
バナー方針をご理解いただき、１年間のクラブ活動計画を作成する重要な
一日になりました。また、森本地区ロータリー財団委員長から、ポリオデ
ーについてポリオ根絶への協力依頼がありました。そして、基調講演は
第2650地区のパストガバナーの刀根荘兵衛様（敦賀ＲＣ）によるテーマ
『今、ロータリーの未来を考え』についてご講演いただきました。この20年間にロータリーの様々な変化や、そ
の変革の根底に何があるのか、これから起ころうとしている新しい変化について、そして将来ロータリークラブは

どうあるべきかなどを丁寧に、解りやすくご説明いただきました。参加された各リーダーは今後の具体的なクラブ
改革の参考になったことと思います。そして会場を移動して分科会において活発な意見交換が行われました。当日
は雨の予報でしたので、周到な準備を進めた結果、天気も味方してくれました。今回、田沼クラブがホストクラブ
を受けましたが、例会振替で対応したところ、45名の会員中、40名が参加し運営をすることができました。無事
に開催できたことに、クラブのメンバーと、佐野クラブ、また佐野日大高校のスタッフ皆様に心から感謝申し上げ
ます。そして佐貫ガバナー、三井ガバナーエレクト、栃木研修リーダーをはじめとする地区役員の皆様、一日お疲
れさまでした。来年度の素晴らしいご活躍を祈念いたします。

06　5・6月実施行事報告

2023－24年度地区研修・協議会開催報告2023－24年度地区研修・協議会開催報告
地区研修・協議会　　実行委員長　金子　重雄

2023年5月14日 佐野日本大学高等学校2023年5月14日 佐野日本大学高等学校

点鐘　三井福次郎
ガバナーエレクト

分科会研修の様子

閉会の言葉
櫻井順孝副実行委員長

基調講演　第2650地区
ＰＧ 刀根荘兵衛様

総評　栃木秀麿
地区研修リーダー

ＲＩテーマ・地区目標
三井福次郎ガバナーエレクト

地区旗引継ぎ バッジ交換

開会の言葉
金子重雄実行委員長

会長・幹事・
ガバナー補佐部門研修

2023－24年度地区研修・協議会開催報告
2023年5月14日 佐野日本大学高等学校
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　この度、馬頭小川ロータリークラブは創立50周年の大きな節目の
年を迎えました。
　当クラブは、旧馬頭町・旧小川町に於いて1972年（昭和47年）
11月15日に創立、スポンサークラブは烏山ロータリークラブ。ＲＩ
加盟承認が同年12月14日にされました。新型コロナ感染症拡大がな
かなか収まらず、当初11月の創立月に予定しておりましたが断念し
ました。
　政府が１月末に公表した５月８日を以って新型コロナの分類変
更、種々の措置も廃止するとの発表を受け、式典等の実施環境が整
ったと判断し開催に踏み切りました。充分な準備時間も無く、佐貫
ガバナー年度内の開催を決定しましたが、５月28日（日）はメルボ
ルンに於ける国際大会出席のためガバナーの出席が難しく、石田順
一直前ガバナーに代理を託すとのご連絡がありました。佐貫ガバナ
ーには誠に申し訳なく心よりお詫び申しあげます。また５月末とい
う大変お忙しい時期の中、石田順一直前ガバナーをはじめパストガ
バナーの皆さま、ガバナー補佐、第２グループ（矢板、氏家、高根
沢、烏山）のクラブの皆さま、姉妹クラブ台湾・台中市の太平扶輪

「5月28日　馬頭小川RC創立50周年記念式典・祝賀会」開催報告
馬頭小川ロータリークラブ　　幹事　大熊　貞雄

台湾の姉妹クラブや米山学友会を交えての記念のショット

石田順一直前ガバナー（佐貫直通ガバナー代
理）よりご祝辞を賜りました
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社の皆さま、同地区の大里國光扶輪社の皆さま、地元那珂川町福島
町長、吉成教育長、社会福祉協議会佐藤会長、馬頭高校小島校長、
那珂川署手塚署長、馬頭高校水産科生徒、米山奨学会学友会、青少
年交換学生ＯＢ等延べ130名のご参列を賜ることが出来、盛会な式
典・祝賀会を催すことが出来ました。白相会長はじめ当クラブ会員
一同心から感謝いたしております。尚、準備不足なところも多々あ
り、快適スムーズな式典の運びには至りませんでしたが、ロータリ
アンのご寛容なお心に甘え、お許し願う次第です。
　このように50周年を迎えた今日、皆様から頂戴いたしましたご祝
辞、励ましのお言葉を支えとし、ロータリーの理念を奨励しつつ、
地域に根差した、より一層の評価をいただけるロータリークラブと
なるべく会員一同努めてまいります。今後とも変わらぬご指導ご支
援を賜りますよう宜しくお願い申しあげます。

三井福次郎ガバナーエレクトによる
乾杯のご発声

式典に協力いただいた米山奨学生及び学友会有志との記念ショット

祝賀会に移り恒例の鏡開き



R.I.D 2550 tochigi　GOVERNOR,S　MONTHLY LETTER Contents トップページへ戻ります
Page_17

　去る６月４日、2022－2023年度地区青少年交換最終オリエンテーションならびにインバウンド学生の卒業式
が、宇都宮のコンセーレにて行われました。当日は佐貫ガバナー、三井福次郎ガバナーエレクト、市田ガバナーノ
ミニーにご出席を頂きました。

　今年度はROTEXのみなさんから献身的な協力を頂き、
インバウンドとアウトバウンドが交流できる機会を増やす
と同時に毎回課題発表の機会を設けるなど、内容の充実を
図ってきました。更に特筆すべきは、日光湯本でのキャン
プと霧降高原での宿泊オリエンテーションに加えて、黒磯
ＲＣのスキー合宿、今市ＲＣの日光バストリップ、小山北
ＲＣの桜観会、烏山ＲＣの和紙造りとそば打ち体験など自
主的なご協力を頂いたことです。

　さて今回が最終オリエンテーションということで、アウ
トバウンドからは自己紹介と日本の紹介、インバウンドか
らは日本での体験を中心に発表がありました。三井ガバナ
ーエレクトからアドバイスを、ホストファミリーと保護者からは感想を述べて頂きました。今年度のインバウンド
学生は、来日前から熱心に日本語の学習に取り組んできたことにより、日本語の上達も驚くほど速く、受け入れて
頂いた各ロータリークラブのホストの皆様からは高い評価を頂きました。アウトバウンドの学生の皆さんにとって
も良いお手本となったのではないかと思います。

　インバウンド学生の卒業式では、ホストファミリーの皆さんと一緒に壇上にあがり、佐貫ガバナーより修了証が
一人一人に手渡されました。ガバナーからは親善大使とし
ての役割を立派に果たしたこと、帰国後この経験を活かし
更に飛躍してリーダーシップを発揮して欲しいことなど励
ましのことばを頂きました。その後懇親会に移りました。
ROTEXの皆さんにとってもお互いの成長を実感する機会
になったのではないでしょうか。新体制になっても更なる
ご活躍を期待しております。

　最後に４月に急逝された岩﨑委員長の長年に渡るご貢献
に対し敬意を表すると共に、ご協力頂いた関係クラブと全
てのみなさまに心から感謝申し上げます。

青少年交換最終オリエンテーション報告
2023−2024年度地区青少年交換委員長　　井川　克彦



R.I.D 2550 tochigi　GOVERNOR,S　MONTHLY LETTER Contents トップページへ戻ります
Page_18

　2023年６月11日にコンセーレにてロータリー・リーダーシップ研究
会（RLI）パートⅠの研修会を開催いたしました。RLIは質の高いリーダ
ーシップ研修を行い、研修を受けた方が、各クラブに戻って、そのリー
ダーシップを広めてもらい、クラブの活性化を行うため、活動していく
ものであります。
　当地区においては、2017－18年度から始めまして、今期は７年目と
なります。コロナで３年間活動ができませんでしたが、その前までの３
年間で約350名のメンバーに参加していただいております。また、RLI
は他地区合
同プログラ
ムであるた

め、当地区以外の参加者も約40名ほどいらっしゃい
ます。また、パートⅠからパートⅢまで全て終了し
て卒業した人たちは約70名ほどいらっしゃいます。
　今回は、朝９時に佐貫ガバナーによる点鐘、挨拶
から始まりまして、中谷RLI委員長の挨拶、福富ＤＬ
委員長からの研修説明を経て、その後、６時間の研
修の後、16時40分まで行いました。
　今回の受講参加者は27名で、それに対する進行役
としてＤＬが18名参加しております。今回は６つの
テーマについて、すべて話し合っていただき、メンバーもその都度入れ替えておりますため、各人が自クラブ以外
のクラブでは、どのような運営をしているのか、色々なクラブの人たちと話すことにより、視野を広げ今後のクラ
ブ運営に当たりとても参考になる研修会ができたと考えております。
　今年度は、コロナの関係でパートⅠしかできなかったのですが、次年度については、引き続きパートⅡ（9月10

日）及びパートⅢ（12月16日）
を行う予定でありますので、是非
とも、皆様の自クラブ活性化のた
め多数の方々に参加していただき
様々な意見を聞いてクラブ運営に
役立てていただけるとありがたい
と思います。今後とも皆様のご参
加、ご協力をよろしくお願いいた
します。

「6/11　RLIセミナー　パートⅠ」実施報告について
RLI委員会DL委員長　　福富　正浩
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2023 年 ５ 月 31 日 
2022 - 23年度　第2550地区ガバナー　佐 貫  直 通

青少年交換委員長　井 川  克 彦

　国際理解と親善を推進するロータリー青少年交換プログラムは、親善使節として、最長一年間にわたり海外で生
活、通学し、ホストロータリークラブの指導の下、様々な活動に参加できる、大変意義のある学生のための派遣プ
ログラムです。交換学生はホストファミリーと一緒に生活し、他国の生活、文化、教育などを体験します。そのプ
ログラムに参加する一年交換学生を、下記要項の通り募集致します。

派 遣 国　　アジア、アメリカ、欧州等　（派遣先は委員会により決定します。 ）
派遣期間　　2024年８月頃　～　2025年７月頃の約１年間
募集人数　　若干名
応募資格　　1.　栃木県内に居住または、県内の高等学校・中学校に在学し、出発時点（2024年８月）の年齢が
　　　　　　　　18歳６か月未満～15歳以上の学生。
　　　　　　2.　保護者の承諾、学校長とロータリークラブの推薦を得られる者。
費用負担　　個人負担：往復航空運賃、渡航手続き費用、予防接種料金、保険料、地区所定のブレザー、
　　　　　　研修費２５万円 (この金額には、名刺、ネームプレート等が含まれます）等。 
　　　　　　派遣先国での生活費、学費は全て受入ロータリークラブが負担します。
　　　　　　滞在中、受入ロータリークラブから毎月１万円程度の小遣いの支給があります。
応募方法　　クラブ宛配信済みの応募書類にて申請してください。
　　　　　　地区ホームページ　http://www.rid2550.com/からもダウンロードできます。
　　　　　　お申し込みは、下記あて郵送もしくは持参。

国際ロータリー第2550地区  ガバナー事務所
〒321-0945　宇都宮市宿郷5-21-15　ベルヴィ宇都宮内
Tel　028-651-2550  ｍ2550＠agate.plala.or.jp

応募締切　　2023年７月20日(木) 必着
選考試験　　2023年８月６日(日) 　場所：とちぎ青少年センター （愛称：アミークス）
合否発表　　２週間以内に本人、推薦クラブに文書で通知されます。
研 修 会　　合格者は数回の研修会（オリエンテーション）の義務出席があります。その間、交換学生として
　　　　　　不適当とみなされた場合、合格を取り消す場合もありますので、予めご了承下さい。

　　　　　※宿泊研修　９月９日(土) ～ ９月10日(日)、保護者同伴による研修を予定しております。
派遣国決定　数回のオリエンテーションを経た後、最終的に地区青少年交換委員会が決定します。

交換とは地区（District）と地区の交換ですから、推薦クラブが来日学生の受入クラブとなる訳ではありませ
ん。又交換プログラムは、単に語学修得を目的にした制度ではなく、日本と相手国の相互理解を通し、世界
平和を推進するロータリーの「青少年のためのプログラム」です。
また、派遣学生のご家庭には、当プログラムへの積極的なご協力が望まれます。

07　一年交換学生募集要項
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08　国際ロータリー第2550地区5月会員数報告
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09　地区資金予算書
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10　送金カレンダー
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11　クラブ例会場・事務所一覧
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12　ガバナー公式訪問日程
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13　主要行事予定
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14　クラブ定例報告カレンダー
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15　地区組織図


